第４５回　鳥取市文化賞受賞者
白岡　彪〔デザイン〕７９歳
【受賞理由】
多摩美術大学美術学部立体デザイン科を卒業後、鳥取の家具メーカーでデザイナーを務め、独立後も長期にわたり家具（特に椅子）のデザインを精力的に行っている。また、吉田璋也の顕彰活動として本の出版やシンポジウムの開催など、鳥取市の民藝の再評価にも尽力した。
吉田璋也が取り組み、異業種・異素材によるトータルコーディネートの生活用品を生み出したように、民芸の概念をデザインの概念に置き換え、新感覚の生活用品を「トットリデザイン」として数多く生み出している。
【経歴】　　　
昭和16年　愛媛県新居浜市生まれ

昭和39年　多摩美術大学美術学部立体デザイン科インテリア卒業
昭和39年　東急百貨店・設計デザイン部勤務
昭和40年　鳥取家具工業・企画デザイン部勤務
昭和54年　島崎信デザイン研究所勤務
昭和55年　株式会社ヒョウデザイン設立。代表取締役就任
平成12年　上海にデザイナーショールーム「HYO　日本設計家具」を開設平成21年　トットリプロダクツ協議会設立・プロデュースを担当する
平成24年　株式会社Woody Reborn設立。代表取締役就任
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【受賞歴】　　
皇室献上品選定1回　
経済産業省グッドデザイン賞2回
大阪デザインセンター選定5回
タイ国、グッドデザイン賞
タイ国、プロデュース賞
タイ国、ブランド賞
中国、グッドデザイン賞　など
【主な活動】　
・ヒョウデザイン独立後、約40年間で、約400社（うち、海外約70社、中国が多い）と契約。「ロビン」タイニングチェア、103万本販売達成。ミリオンセラーとなる。

・契約会社、伊藤忠商事、パナソニック、サンヨー、コクヨ、高島屋、ダイエーなど国内メーカー約30社約1000種類商品化、海外メーカー約20社で約300種類商品化。

・現代仏壇のもとになる仏壇のデザイン、鳥取の家具会社約6社、窯元の5社で商品化。

・鳥取でデザインの学校「デザイン塾」設立

・「鳥取デザインビジネス研究会」を開設し、成果発表として鳥取大丸催場で地場産業５社、工芸作家５人による作品発表会を開催。
・鳥取で「トットリプロダクツ協議会」設立約300品種商品化、地元ギャラリーで数回発表。

・ミラノサローネ、パリメゾンオブジェ、ケルン家具展

・吉田璋也の歴史展（フィンランド）

・吉田璋也する鳥取のデザイン展（フィンランド）
・木工、和紙、家具の融合展（鳥取・東京）
・県産材の杉を使いマンションのリノベーションでライフスタイル展（鳥取・東京）
・「吉田璋也の世界」出版
・智頭の木の絵本「新イナバモノガタリ」5巻出版。
【作品（活動）に対する思い】
作風は「シンプルモダン」が多く、思いとしては「売れるデザイン」を目指している。
契約会社とは、コンサルティング、プロデューサー、ディレクター、デザイナー、マーチャンダイザー、スタイリスト、カメラマンなど、それぞれを切り替えて業務している。トットリプロダクト協議会では地元の地場産業を各社でキャスティングし、シナリオ化して映画作りのように地場産業をドラマ化してデレクションを行っている。
【現在】トットリプロダクツ協議会プロデューサー
